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次
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手
を
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し
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。
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革
命
の
影
懲
も
ぁ
つ
て
同
年
九
月
の
社
会
思
主
党
太
会
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は
、
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衆
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ト
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採
用
し
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由
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合
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力
を
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た
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一
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に
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大
衆
ス
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キ
を
行
な
わ
ぬ
秘
密
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定
を
、
自
甶
労
働
組
合
：全
国
委
員
会
と
■の
間
に
結
が
、
さ
ら
に
、

ー.九
0

:六 

年
九
月
の
マ
ン
ハ
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由
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の
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摩
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，義

典
型
的
な
資
本
主
義
国
で
あ
る
ィ
ギ
リ
ス
に
、

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
と
雄

g
有
力 

な
社
会
改
革
思
想
が
現
わ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
興
味
深
い
も
の
が
，あ
る
。
こ
の 

意
味
で
ィ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
社
会
化
思
想
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
前
に 

「

社
会
化」

な
る
語
の
顏
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

「

社
会
化」

(

英 'Socialization 

独

.scziallsieHung.

仏
i-ociali- 

1

0

5と
い
う
言
葉
は
、
社
会
学
、
心
理
学
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
が
、
経 

.
@
,子
上
は
大
体
次
め_.1:

つ
，を
意
味
す
る
も
の
と
し
.て
理
解
さ4

H
。
す
な
わ
ち 

一
つ
は
坐
産
過
程
が
次
第
.に
公
的
、
社
会
的
と
な
っ
て
行
く
資
本
主
.霧
社
会
の 

歴
史
的
進
化
に
内
莅
す
る
自
然
必
然
の
傾
向
と
し
て

、
'.
4
う
：

一

つ
は
こ
う
し
た 

生
庫
過
程
の
社
会
化
と
生
産
手
段
の
私
有
と
の
：矛
盾

.を
潰
極
的
に
^
^
せ
ん
と 

す
る
、
社
会
主
義
実
澳
の
龙
め
の
実
際
的
政
策
を
意
味
す
る
目
的
概
念
と
し
て
，
 

捉
え
ら
れ
る
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こ
こ
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扱
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後
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て
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あ
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働
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に
お
け
る
社
会
化
思
想
の
変
遷
■
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は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
第
一
に
国
有
化
と
同
じ
も
の
と
し
て
漠
然
と
考 

え
ら
れ
、
第
二
に
.
は
補
償
の
な
い
国
有
化
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
国 

有
化
ど
い
う
語
は
補
償
を
伴
う
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
第
三
に
は
国
家
に 

よ
る
直
接
的
所
有
以
外
の
，公
有
、
あ
る
い
は
疑
似
公
有
の
型

1

$

化
、
協 

:
同
紙
合
所
有I

を
含
む
国
有
化
よ
'り
も
広
い
意
味
を
も
つ
。
し
か
し
漸
次
直 

接
的
に
国
家̂
よ
る
も
の
で
は
な
く
’

届
家
当
局
の
下
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さ
れ
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公
的
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擊
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に
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主
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的
所
有
と
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制
の
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態
に
関
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る
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争
の
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長
に
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目
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の
第
三.の

意
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要
に
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て
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戦
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の
西
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国
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ッ
を
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心
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、
：最
潮
に
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会
化
さ
れ
た
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い
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産

手
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の

共

有

、

並

び

に

各

産

業

、
；
サ
：
！

« /
.

ィ

ス

の
人

民

に

：ょ

る

管

理

と

統

制

」

を

う
 

た

っ

.て

.い
る

。

さ

ら

に

、

そ

の

觀

泉

を

尋

ね

れ

ば

労

働

党

成

也

の

一

九

2
ハ
年 

以

前

に

、

フヱ

ビ

ア

ン

®

お
の
人

々

に

ょ
ヴ

て

展

開

さ

れ

て

い

た

。

ゆ

え

に

ィ

，
 

ギ

リ

ス

労

働

党

の

社

会

化

思

想

を

見

る

に

は

、

先

ず

初

期

フ

ェ

ビ

ア

ン

の

思

想

'
 

か

ら

考

察

を

始

め

ね

ば

な

ら

な

い

。
そ

し

て

特

に

、
そ

れ

ぞ

れ

の

時

期

に

お

い

て

■■ 

変

転

し

た

社

会

化

思

想

の

性

格

の

特

徴

に

焦

点

を

ル

ロ

わ

せ

て

み

た

い

と

思

う

。

.な

お

こ

う

し

た

問

題

を

と

り

上

げ

る

ゆ

え

ん

は

、

ィ

ギ

リ

ス

労

働

党

の

思

想

，
 

が

単

に

理

論

の

み

に

基

づ

く

も

の
^:
は

な

く

、

現

実

の

政

衆

の

中

か

ら

生

れ

出

.
 

た

も

の

と

し

て

、

マ

ル

ク

シ

ズ

ム

に

も

と

づ

く

ソ

ヴ

ィ

エ

ト

的

社

会

主

義

と

は
 

全

く

異

な

つ

た

資

本

主

義

変

革

の

理

論

を

形

成

ず

る

も

の

で

あ

り

•

の

社

会
 

改

苹

の

あ

り

か

た

に

大

き

な

解

決

の

鍵

を

与

え

る

と

思

わ

れ

る

か

ら

で

あ

る

。
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大
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五
五
八
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(

2) 
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of 
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Social sciences (1934) v

o
l
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X
I
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「Socialization j

«
0

i

ノ 

'
㈡.

一
八
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
始
め
ま
で
、

.英
国
は
,.「

世

界

の

工

爲

」

.と 

し
て
そ
の.繁
栄
を
誇
づ
て
い
た
。
相
つ
ぐ
技
術
革
新
に
伴
い
投
資
襲
は
拡
大

■

.
三
四
上
七
じ
四

)

さ
れ
た
が
、.鉄
道
の
：発
售
ぼ
特
に
多
く
の
産
業
へ
の

1

を
^
罾
せ
し
め
た
。 

.

.こ
れ
に
加
え
て
株
或
会
社
制
®
と
銀
行
業
の
進
展
は
、
資
本
調
達
の

1

さ
と 

■経

営

，

t

有
の
i

と
に
よ
り
、
製
造
業
、
鉱
山
業
な
ど
を
し
て
漸
次
大
規
模 

命
業
ぺ
と
向
か
わ
し
办
だ
の
で
あ
る
。

’
こ
吖
傾
向
は
皮
肉
に
も
、
が
つ
て
は
中 

世
的
、
地
域
的
独^*
形
態
を
打
破
す
る
を
果
し
た
自
由
競
争
が
、
や
が
て 

前
段
階
の
も
の
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
た
独
占
を
生
み
出
し

つ

つ

あ

る
こ
と

を 

措
示
する
も
の
で

あ

っ
た
。，
こ

れ
は
肖
吣̂|
興
し
て
.き
た
新
興
国
家
の
保
護
政 

策
、
並
*ひ
に
海
外
か
ら
の.廉
価
な
穀
物
の’流
入
に
よ
る
、

一
八
セ
ー
一
一
年
の
恐
慌 

を
乗
り
きる
対
抗
手
段
と
し
て
、

一
層
著
し
い
も
の
と
な

'っ
た
。
.

.1

方
労
働
者
階
級
の
狀
態
4'
、
労
働
者
間
に
ま
だ
団
結
が
な
く
彼
ら
に
と
っ 

て
国
家
が
全
く
の
抑
圧
觀
関
で
あ
っ
た
オ

-
エ
ン
時
代
や
、
団
結
は
あ
っ
た
が 

資
^
：.家
階
級
の
力
が
鼓
く
、
国
家
が
労
資
の
自
曲
な
契
約
に
全
て
を
任
し
て
い 

た
ブ
ル
ク
ス
時
代
と
は
異
な
ろ
.
'て

B

英
国
進
業
全
体
の
繁
栄
の
中
に
あ
っ 

て
は
、'
民
地
か
ら
、の
利
潤
の
分
前
と
相
俟
っ
：て
、

1

時
的
な
期
間
を
除
い
て 

は
実
質
賃
金
も
上
り
、
ハ
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
へ
の
.社
会
的
垂
直
移
動
の
可
能
性
も
あ 

っ
た
。1

八
六
七
年
に
は
都
市
赞
働
者
.は
選
挙
権
を
攫
得
し
立
法
に
あ
る
程
度 

の
.発
言
権
を
有
し
て
い
た
の
で
、
チ
ャ

—

チ
ろ
ト
蓮
動
の
如
き
革
命
的
態
度
を 

す
て
、
労
働
者
階
級
自
身
資
本
主
義
制
度
を
既
成
靡
実
と
し
て
受
け
入
れ
、
そ 

の
中
で
強
固
な
地.位
を
築
く
改
良
主
義
的
方
法
に
専
念
し
た
。
そ
の
成
果
は

R 

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
だ
が

こ

の

よ

ぅ
な
順
当
な
労
働
階
級
の
進
出
に
も 

■

拘
わ
ら
ず
、

6

と
た
び
不
況
が
来
る
や
実
質
賃
金
こ
そ
下
落
は
し
な
か
っ
た
が
、

.先
^

！は̂

<
し
歡
来
の
見
通
し
は
暗
く
、
社
会
制
度
へ
の
批
判
の
目
は
厳
し

く
な
り
始
め
た
。
こ}し
て
次
第
に

「

自
由
に
関
す
る
古
い
信
仰
の
■価

.it

.は
破 

壊
さ
れ
た--
の
で
あ
る
。

思
想
面
に
お
い
て
も
街

由

主
義
経
済
の行
詰

ま

り

と

同

時

に、
.ベ
ン
，サ
ム

の 

「

最
大
多
数
の
最
大
幸
福

」

と
い
う
言
葉
の
最
大
多
数
を
、
ブ

ル

.ジk
ア

ジ

I 

よ

り

プ
ロ

レ
タ
■リ
ア

I
ト

の
意
味
へと
転
化
せ
し
め
、
ミル
.に

よ

り量
か
ら
質 

へ
の
変
化
を
み
せ
た
最
大
幸
福
を
、
理
想
主
義
的
内

^

へ

と
発
展
せし
め

る
見 

方
が
現
わ
れ
た
。
そ
し
て
従
来
，の

国

家

を

排

す

る

.新
し
い
国
家
観
が
要
請 

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
疮
え
た
の
が
グ
リ
ー
ン

9

 

H
.

 

G
r
e
e
n

 

100
3
6 

丨

00
2)

で

あ

る

。被
に
よ
っ
て
、
自
*
と

国

家

と

に

対

す

る消
極
的
観
念
は積

極
的
観
念
に
お
き
か
え
ら
れ
、

「

.
か
ら
の
自
由

」

は

「

：
：
：y
の
自
由」

.

に
と
変
り
、
や
む.を
え
ざ
る
害
悪
と
し
て
の
国
家
は
、
社
会
各
人
の
人
格
の
完 

成
と
い
う
道
徳
的
善
を
推
進
す
る
機
能
を
も
つ
国
家
と
な
っ

.た
の
で
あ

(

年

こ
の
よ
う
な
気
蓮
に
乗
っ
て
現
わ
れ
た
の
が
、

フ
エ
.ビ
ア
ン

協

会(

巨

？

这

2:
§

(«
8

^

^

)

や
社
会
民
主
連
盟

(

0
?^:Social 

D
e
m
o
c
r
a
t
i
c

 

I
I
I

を
始
め
と
す
る
社
会
主
義
諸
団
体
で
あ
っ
た
。
，
こ
れ
ら
の
中
、 

多
く
の
も
の
は
内
麗
争
や
種
々
の
理
由
で
消
え
去
っ
た
が
、

フ
工
ビ
ア
ン
協 

会
の
み
は
生
き
残
っ
た

。

て
の

フH

ビ
ア
ン
協
会
は一
八

八

四
年
に
、
シ

ョ

ゥ
 

(G. w.
 

M

f
 
V 

100
5
6 丨1

9
5
S

 

や
ゥ
エ

ッ

ブ(Sidney ̂

1

.
ド

il
 

1
9
4
7
)

ら
冷
中
心
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
そ
の
名
は
パ
ン
ニ
パ
ル
に
対
^
し 

好
機
来
る
を.待
ち
、
こ
れ
を
破
っ
た
ロ

1

マ

の
将
軍フ
ァ
ビ

ゥ

ス(Q
u
intus 

F
a
b
i
u
s

 M
a
x
i
m
u
s

 -V errucosus,
d

目 ctator 

前 
ニ 
〇
三

死
亡)

の
名 

に
因
ん
だ
も
の.で
あ
る
。
す
な
ゎ
ち
猪
突
猛
進
を
さ
け
、
人
々
を
教
育
す
る

,0

 

イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
お
け
る
社
会
化
思
想
の
変
著

と
に
よ
り
、
議
会
主
義
に
：基
づ
い
て
社
会
主
義
社
会
を
建
設
す
る
意
図
を
も
ゥ 

た
も
の
で
あ_っ
.た
。
以
下
初
期
フ

.H

ビ
ア
ン
の
社
会
化
思
想
を
、
.
資
本
主
義
批 

判
か
ら
見
て
行
ぐこ
と

に

す

る

。

.

「

全
て
の'経
済
分
析
は
土
地
の
：耕
作
を
も
っ
て
始

^fi
」

と
、
.シ
ョ
ゥ
の
ハ
う

• 

- 

.

.

.

.

.

.

. 

J
i
.
- 

.

よ
う
.に
、
フ
ェ
ビ
ア
シ
社
会
化
思
想
の
基
本

'と
な
る
独
特
の
地
代
論
は
、
耕
■作 

限
界
の
説
明
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
耕
作
地
の
豊
沃
度
の

. 

差
：か
ら
土
地
地
代
が
説
明
さ
れ
、
次
い
で

「

も
し
豊
沃
な
原
野
.が
地
代
を
生
む 

な
ら
、.な
ぜ
す
ぐ
れ
た
頭
脳
が
地
代
を
生
ま
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う

(

&」

と
、
才 

能
に
ま
で
差
額
地
代
論
は
適
用
さ
れ

.る
。
：
そ
し
て
さ
ら
に
所
有
物
の
独
占
的
性 

格
：か
ら
生
ま
れ
る
所
得
は
資
本
地
代
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
，
こ
の
よ
う
に 

差
額
と
し
て
の
地.ft
を
単
に
土
地
だ
け
に
限
ら
ず
、
才
能
や
資
本
に
ま
で
拡
大 

し
、.
こ
の
地
代
を
人
口
増
加
及
び
文
明
の
発
達
と
.い
う
も
の
が
ら
自
然
に
生
ず 

る
不
労
所
得
と
見
て
、
■
こ
れ
を
社
会
か
ら
の
搾
取
と
断
じ
、
経
_

不
平
等
の 

起
源
を
こ
こ
に
求
め
る
の
が
初
期
フ

X

ビ
ア
ン
思
想
の
特
微
で
あ
る
。
彼
ら
が 

特
に
土
地
を
重
視
し
そ
こ
か
ら
論
を
進
め
た
の
は
、
ィ
ギ
リ
ス
が
長
子
相
続
に 

基
づ
く
大
地
主
の
国
で
あ
り
、
.地
主
と
農
業
資
本
家
と
が
_

し
て
い
た
と
い 

•
う
特
殊
な̂

^
に
あ
つ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

^
^

こ
の
よ
う
な
地
代
論
を
展
開
し
て
行
け
ば
当
然
に
限
界
効
用
理
論
に
到
達
す 

る
。
シ.ョ
タ
は
.

「

商
品
の
交
換
偭
値
は
最
'%-
安
い
、
最
も
効
用
の
少
な
い
部
分 

に
よ
っ
て
定
ま
る

」

と
の
べ
て
、
労
働
価
値
説
に
反
対
ず

.る)o

il
-
界
効
用
理
論
を 

と
る
と
と
に.よ
-?
,て
い
か
な
る
現
象
が
説
明
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
第
一
_
に
賃

_

金
と
失
業
の
問
題
が
あ
る
。

V労
働
者
は
自
己
の
労
働
を
商
品
と
し
て
売
る
の
で

.

-•
.
. 

- 

-

.

;

\

:

三

五
<
七
0
.
5



ー
あ
名
：が

:̂
そ

の

擦

^
の̂
；扱

:5
商

品

は

実

際

也

诌<
身̂

で

襲

を

統

制

^

來
 

^

^
ゆ̂

^

^

剩̂

ゆ

ょ

ボ̂

賃

金

姓
^
-落
じ

^
生

^
特̂

办

最

低
, 

に

ま

で

低

落

せ

ざ

る

を£な
い
。
同
時
に
失
も
出
る
こ
と

と

な

名

。

第
 

I
Jr;
は

財

貨

：の€
制̂

限

_の
問

&
が

あ

る

。
い

価

値

は

限

界

効

用

に

よ

;̂
て

宠

ま

ー
 

る

か

ら

、

各

人

は

自B
の

刺

益

の

た

め

に

利

潤

を

最

大

に

し

ょ

.う
と

し

て
i
 

を

§

す

る0

「

全

て

の

リ

ン

グ、
.
ト

ラ

'

ス

ト

、
コ

丨

ナ

丨

、
コ

-グ
ビ

ネ

ー

シ
 

ョ

ン

、

独

占

、G
れ

ら

商

売

：の

秘

訣

は

同

じ

目

的

を

も

つ

女

も

の

で

あ

る

。

」

'
従
つ
て
消
費
者
は
常
に
資
本
家
か
ら
高
い
商
品
を
購
入
し
、
富
は
貧
困
と
並
'ん 

財
産
は
少
数
の.賓

者

の

：
購

貿

カ

を

大

：
に

‘

て

、
ハ
多
メ
め

：

廣

者 

か
ら
溝
罠
カ
を
奪
い
去
る
こ
と

^

な
る
。.
た
だ
と
：の
場
合
注
- ^

サ
バ
き
こ̂

双
；
 

独
占
自
体
の
批
判
と
：混
同

.し

て

は

な

ら

な

い

，こ

.と
で
あ
る
。
独
占
は
現
代
企
業 

の
证
常
な
発
展
の
結
果
で
あ
つ
て
、
競
争
の
浪
費
を
さ
け
う
る
も
の

.と
；七
て
名 

え
ら
れ
て

%
)

り
、.

と
な
る
の
は
こ.の
悪
用
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
_
家
独 

占
に
ょ.る
僵
主
義
理
論
の
出
て
ベ
る
原
因
が
あ
る
。

室
一
一
に
は
生
産
の
不
嚼

等
生
の
問
題
が
あ
る
。
所
有
の
不
平
等
の
結
果
、

「

貧
乏
人
と
百
万
長
者
と
の
：間

.

. 

. 

.. 

-

に
货
幣
に
対
す
る
価
値
の
相
違
が
あ
る

■た
め
に
、
社
会
的
必
要
を
示
す
も
の

4 

し
て
の
、
な
い
し
は
個
人
の
幸
福
に
役
立
つ
生
産
の
指
標
と

1

て
の
有̂
§

要 

の
働
き
は
、
本
来
現
わ
す
は
ず
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の

.

®
を
狂
わ
せ
る
。

」

こ
う 

し
て
寘
に
社
会
の
必
要
と
し
て
い
る
も
の
の
生
産
は
行
な
わ
れ
ず
、
社
^
的
に 

i

率
な
生
産
形
態
と
な
つ
て
い
る
こ
と
が
：指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上 

r

そ
の
経
済
理
論
は
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
で
、
リ
ヵ

I
ド
の
地
代
論
、
ジ
ヱ
ヴ 

ォ
ン

ズ

の
^

^
用

理
論
の
た
て
た
芷̂
派
の
梯
子
の̂
点
の
上
^
作
ら
れ

,

た
も§

〕

で
あ
り
、
そ
し
て

「

臂
景
で
全
体
を
支
配
す
る
も
の
は
リ
カ

—

*

—

だ 

.

が
、
真
に
彼
の
伝
絲
を
引
く
も
の
で
は
な
く
、
十
分

■に『

へ
ン
リ' I

.
ジ
ョ
丨 

.

ジ
化』

さ
れ
た
リ
カI
ド」

な
の
‘で
あ
る
。
 

•

不
労
所
得
が
社
会
か
ら
の
搾
取
で
あ
り
、
そ
の
源
が
私
有
財
産
で
あ
る
な
ら 

)

ば
、
当
然
に
不
労
所
得
讨
囊
オ
：た
は
社
浍
の
：た
め
：に
使
用

.さ
：れ
凇
ば
な
ら 

ず
、'

「

社
会
至
蕃
者
は
、
；
：土
地
並
：び
に
生
産
手
段
の
公
有
が
社
会
主
義
の

S

 

■:
.
.

的
経
^

^
餅」

で
あ
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
.な
ら
な
い
。
そ
し
.て
公
有
の
主
体
ど

* 

.. 

C

16)

.

.
-

:
:-

な
る
も
の
は
、
.

J

入
民
の
代
表
で
：方
り
受
託
者
で

.あ
る
国
家

」

.な
の
で
あ
っ
て
、 

へ
方
法
.と
、し
：て
は.革
命
..に..

H

ら
ず
に
漸
進
的
で
あ
る
と
と
を
主
張
す
る
。

的

- 

方
法
を
：と
る
の
讨
、
.社
会
：の
進
歩
を

「

そ
の
構
成
員
が
世
代
を
重
ね
る
.に
つ
れ 

'

前
進
し
た
能
カ
を
発
展
さ
せ
、

--
-
'
-
よ
々
複
雑
化
し
た
希
望
を
満
足
さ
せ
る
：こ
と
に 

よ
り
’
わ
り
広
巩
な
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と

」

と

考
え 

る
進
化
論
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
と

'い
え
よ
う
ァ
そ
し
て
こ
の
.進
化
論
も
、

マ 

ル
ク
ス
や.へ
ー
ダ
ル
の
よ
う
な
社
会
進
化
の
概
念

.に
よ
る
も
の
で
は
な
べ
、

.

.

「

ダ
ー

•ウ
ィ
ン
や
ス
ベ
ン
ザ
ー

に

由
来
す 

1
る」

：
も
の
であ
り

、「

重
要
な
組
織
の 

変
化
.は(1
)
民
主
的
に'
:(2
)

1
的
に
，
(3
)
道

徳

的

に
(4
)
と
^
か
く
イ
ギ
リ
ス‘

'

に
.，お
い
て
は
立
憲
的
、
平
和
的
に
の
み
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

」

と
結
論
さ
れ 

パ
る
0
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
0:
ビ
ア
ン
思
想
を#
も
®
明
に
示
す
も
の
は

r

フ 

エ
ビ
ア
ン
協
会
の$!»」

(The: Ba
sis

 of t
h
e

 F
a
b
i
a
n

 s
o
c
i
e
t
y
)

と 

い
.う
文
章
で
あ
る
。

ケ
ア•
ハ
ー
デ
：
ィ
丨
' 

(
J
V
K
e
i
r

 Kardie, 

1

005
6
1
1
9
1
5
)

に
率
い
ら
れ
た 

独
立
労
働
党

(the I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t

 L
a
b
o
u
r

 P
a
r
t
y
>

は
、
特
別
な
政
治

的
戦
略
を
除
い
て
は
フ

エ
ビ
ア
ン
のあ
ら

ゆ

る

も

の

を採
l
tL
た

。

つ
い
で
労 

働
觉
の
前
身で
あ

る
労
働
代
表委

員

会

»
ば
@ L

a
b
o
u
r

 K
e
p
r
e
s
e
n
t
a

cfiv

a) 

c
o
_
i
f

 e
)

が

ー

九
〇

〇

年

に

設

立

さ

れ

る

や

、

そ

の

執

行

委

員

に

独

立
 

労
働
党
か
ら一1

^
、
フ

エ

ビ

ア
ン
樊

其

か
ら
は総

^

事̂
と

な
っ

た

マ

ク

ド

ナ
 

ル
ド(J. R. M

a
c
D
o
n
a
l
d

 

10 0

6
6丨1937

〕

が

加
わ
り
、フ
エ

ビ

ア

ン
S
想 

は
労
働
党
の
中
にも
ち

こ

ま

れ

る

こ

と

と

な

マ

た

o 
.
か

く

て

こ

の思
想
は
^
産 

階
紙
の
人々

か
ら
生

ま

れ

た

に

も

拘

わ

ら

ず

、
労
働
階
級
か
ら浮
き

上

ぅ

た

単
 

な

る

理

論

に

終

わ

る

こ

と

な

く
、
'他
方
実

践

力

を

も

づ

た労
働
階
級
に
は明
確
 

な

社

会

化

理

論

を

与

え

る

と

と

が

出

来

た

：
の

で

あ

る

。
.

し

か

し

フH

ビ

ア

ン

思

想

も

、.社
会

化

.に
上

ら

.
て

廃

止

せ

ん

と

す

る

利

潤

の
 

概

念

と

な

る

と

臌

眯

で

あ

る

？

す

な

わ

ち

一
.

般

に

利

潤

を

広

い

意

味

で

の

地

代
 

の

’

一

種

と

み

な

が

ら

、

あ.る
部

分

で

ば>
.労
働

者

は

労

働

を

貿_っ
た

人

の
‘た
め

.
 

の

剰

余

と

と

も

に

、
.

：

自
八
i
自

身

の

^

^

を

生

産

す

る

と

い

ぅ

マ

ル

ク

ス

的

剩
 

余

M
;の
見

解

を

と

ら

：
て

い

る

？

こ

の

混

乱

も

土

地

及

び

産

業

資

す

の

社

会

化

"
 

を
：：n

指

す

以

上

、

大

し

て

問

題.
に

な

ら

な

い

か

も

し

れ

な

い

。

だ

が

、

.4
^

大
 

き

な

欠

^
は

、

フ
'X
ビ

ア

シ

悤

想

が

分

配

論.ょ
り

始

ま

り

、

消

費

者

中

心

で

あ
 

る

齧

上

、"第

'に
社

棄

す

る

場

合

の

産

業

の

諸

形

態

に

つ

い

.て

簡

単

に

ふ

ー 

れ

.た
だ

け

で

、

社^
企̂業の計画化につ

“
て

は

金

く

考

^

し

て

い
 

な

い

こ

と

で

あ

る

。箜|

に

所

得

の

：平

等

化

だ

け

が

問

題

に

さ
れ
、
：社
舍

主

義
 

に

ネ

マ

て

の

も

ぅ

ー

つ

の

畜

と

な

石

べ

き

自

由

の

問

題

が

、

義

に

<t
:
.
 

る

専

倒

家

重

视

、:'
纂

主

顏

傾

向

に

ょ

？

て

、

等

閑

視

さ

れ

る

お

そ

れ

の

あ
 

マ

た

どAr

で

あ

る

。

と

が

間

題

は

や

が

：て

次

の

段

階

で

大

き

务

り

上

げ

ら

れ
 

V

ギ

リ

ス

労

働

党

に

'
ぉ

け

る

社

会

化

悤

想

の

変

遵

る
こ
と
に
な
る。
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あ
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載
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P
e
a
s
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H
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s
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o
r
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h
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a
b
i
a
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c
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e
t
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w「P

e
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V. 

.capital

-'alld c
o
m
p
e
n
sation:. (Fabian. T

r
a
c

cf-

'

三
/\
:(

七
〇
八)

N
o
,

 

§

‘
p
'
1
5
'

§

ゥ
ェ
ッ
ブ
は
選
ば
れ
た
代
表
者
と
、
訓
練

.さ
：れ
た
官
吏
と
に
よ
つ
て
国 

家
の
永
久的
利
益
が
計
ら
れ
る
と
い
う
。Industrial 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
， 

p. 

8
2
2
.

彼
の
こ
う
.し
た
全
体
主
義
的
傾
尚
に
は
ス
ぺ
ン
サ
ー
の
社
会
有
機

-
 

'体
説
'.の
影
響
が
み
ら
れ
.る
0 

一':' 

:'：
ぃ
.

:.

湔

期

に

見

ら

れ

た

ィ

ギ

リ

ス

ー

産

議

造

'

の
齋
化
は
、
特

に

一

九
〇
〇
年
以
後
、 

新
じ
い
エ
場
制
の
勃
興
に
よ
？
て
著
し
い
：も
の
と
な
：つ
た
。

」

生
産
過
程
の
機
械 

.化
と
蓮
輸
茱
の.異
常
な
齋
達
は
、
多
数
.の
不
^

^

働
者
ど
熟
攀
働
者
と
を 

接
近
せ
し
め
、'

T

両
者
間
.の
伝
黯
な
間
隙
に.は

漸

次

橋

が

，
か
け
ら
れ
'

」

た
の 

で
あ
る
。
そ
の
契
機
と
な
つ
た
の
が
.
ー
八
八
九
年
の
ド
ッ
ク
ス
ト
ラ
ィ
キ
で
あ 

つ
た
-'
o
こ
こU

朱
^

^

働
者
を
主
体
と
し
た
新
太
な
労
働
組
合
主
義
が
生
ま 

れ
、
房
働
代
表
委
曼
会
は

n

九G
H

へ
年
労
働
贫

.(the.: L
a
b
o
u
r

 p
a
r
t
y
)

へ 

.と
成
長
し
た
の
で
あ.る
。
同
年
の
選
挙
に
お
：い
.

V

、
ス
ト
に
際
し
組
合
自
体
が
告 

.訴
さ
れ
、
損
害
賠
償
を
支
払
'う

よ

う

宏

め

ら

れ

.た

タ

フ

•ヴ
ェ

ィ

ル
㈣
双
 

v
a
l
e
:
J
u
d
g
m
e
n
t

 1
9
0
1
)
.

の
破
棄
を
願
う
労
働
者
階
級
は
、
.
労
働
党
を
大 

き
く
進
出
せ
し
め
た
。
組
合
に
対
す
る
訴
訟
を
提
起
出
.来
ぬ
よ
う
定
め
た 

「

労
働
#M

法
,-
. 

(

cfr
'
T
i
r
a
d
p
b
i
s
p
u
t
e
s

 

A
c
t
)
「

労
働
者
賠
償
法

」
(the 

■
workm

CD-
n
w
o
o
m
p
e
l
l
s
a
t
i
o
n

 A
c
t
)

が
讓
会
を
通
過
す
る
や
、

労
働
党 

の
声
価
は
高
ま
り.人
々
は
そ
の
将
来
に
大
き
：な
希
望
を
い
だ
い
た
。
だ
が
、
労 

働
組
合
は
如
何
な
る
形
に
お
い

て

も
労
働
党
に
資
金
を
提
供
し
て
は
な
ら
ぬ
と

れ

て

い

る

。

い
う
オ
ス
ボI
ン

判

決o
s
b
o
m
e

 

J
u
d
g
m
e
n
t

 1
9
0
9
)

と
共
に
、
一
九

f 

一
年
成
立
し
た

「

国
民
保
險
法

」
(National I

n
surance

 AC13)

は
労
働 

党
をt

古
境
に
立
た
し
め
た
。
_

の
釀
出
金
問
題
に
つ
い
て
、
自
由
党
は
各
人 

の
生
活
は
自
身
の
責
任
と
し
、
社
会
に
と
っ
て
危
険
と
な

っ
た
者
の
み
を
国
家 

が
救
済
す
る
と
い
う
強
い
自
助
の
線
に
沿
っ
た

i

で
臨
ん
だ
のに

^

し

、

 ̂

働
党
は
仕
事
を
与
え
、
生
活
保
障
を
す
る
こ
と
は
罾
豸
の
胄
^
で
あ
る
と
い
う 

歡
度
を
と
っ
て
敗
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
両
党
の
差
異
は
明
ら
か
に
な
る 

と
共
に
、
労
働
党
は
全
国
に
お
け
る
声
望
を
失
っ
た
。
そ
の
上
、

I

九
〇
〇
年 

よ
り
一
一
年
に
か
け
て
、
生
活
費
の
古
®

に
よ
り
名
目
賃
金
に
比
べ
て
実
質
賃 

金
が
上
ら
ず
、

一
■連
の
社
会
立
法
政
策
に
も
拘
わ
ら
ず
、
労
働
階
級
は
以
前
よ

. 

り
惡
く
な
っ
て
い
る
自
殳
_
を
殳
,̂
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
不
満
は
増
大 

し
、
改
良
は
所
詮
資
本
{顧
級
の
恩
恵
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
考
え
か
ら
、
組
合
蓮 

動
を
政
治
活
動
よ
り
直
接
的
経
済
闘
争
へ

.と
転
換
さ
せ
た
。
こ
れ
が
、
第
一
次 

大
戦
の
前
後
を
全
国
的
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
流
行
に
捲
き
こ
ん
だ

rr
し
い
罾
1 /
の
廐 

因
で
あ
る
。

 

へ

こ
の
新
し
い
連
動
の
思
想
に
.つ
い
て
、

コ
！
ル

は

「

そ
れ
ぱ
多
べ
の
源
泉
か 

ら
そ
の
霊
感
を
引
出
し
て
..い
る」

と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
サ
シ
ジ

力

リ
ズ
ム

(syndi

o.a
l
i
s
m
e
)

と

ア

メ

リ

カ

の
 
I 

'w
.
w
ô
^

®

注

^W
o
r
k
e
r
s

 

o
f

 t
h
e

 w
o
r
l
d
)

の
裹

行

動

思

想

を

あ

げ

て

い

る

。

こ

の

頃

こ

れ

と

は

別
 

に

、

力

ー

ラ

イ

ル(T. s
r
i
y
l
e

 

1
7
9
5
1
1

008
1
)

ラ

ス

キ

ン(J. 

E
u
s
k
i
n

 

1
00
1
9
 
丨1900

)
、

乇

リ

ス

.(w.. M
o

l

 

1

003
4
I
1
S
9
6
)

ら

の
影

饗

を

受
 

け

、

ギ

ル

.ド

制

を

産

業

に

復

活

せ

ん

と

し

た

ぺ

ン

テ

イ
.

(

>
♦ J. p§

ty 

100
7
^

イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
，お
け
る
社
，会
化
思
想
の
変
遷

：
.

I 

?
)

の

流

れ

を

く

む

、

オ

レ

ィ

ジ

(A. 

R

 

‘
 oH

a
g
e

 

1
3
7
3
1
1
9
3
4
)

ホ 

ブ

スX

 

(s! 

G
:

 Ho
b
s
§

,1865—

 
？
■'
>'.
'ら
が

、.

紙

「

新

時

代」 

(the N
e
w

 A
g
e
)

で

賃
金
制
度
廃
止
の
理
論
を
展
開
し
た
。

こ

れ

と

並

ん
 

、
で以
前

の
恣
意
：§1
{豕
'に
货

す

る

個

人

の

闘

争

と

し

て

他

の

極

端

に

走

り

、 

「

国

家

と

こ

れよ
り
も狭
い

•ギ

ル

ド

や

教

会

の

よ

ぅ

な

種

か

の

組

織

と

の

間

の
 

.
_

争

と

し

て

歴

史

を

み
た」

ギ
リ

ル

ケ(0. F. von G
i
e
r
k
e

 

10 0

4
1丨1921

)
、 

メ 

I ト
ラ

ン

ド(F* W
V
M
a
i

et-land 1

0 05011906
〕
、

フ

ィ

ジ

ス

(J. N
.

 
F
i
g
g
i
s 1

00.66—
1919

〉

:ら
の

、
.
プ

ル

ゥ

ラ

リ

ズ

ム

が

あ

っ
た

。

こ
の
一
一
つ
の 

，

も

の

と

、
.
先

の

新

し

い

蓮
動

の

思

想

が

結

び

つ

い

て

、

生

産

者

の

自

発

的

職

能
 

.
団
体
であ
る

^
働
組
合
を中
心

と

す

る社
会
主
義
が
生
れ
た
の

で

あ

る

。

ギ
ル
ド
社
会
主
義

(Guild socialism)

は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
フ

ヱ
ビ

ア
 

ユ
ズ
ム
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
.ギ
ル
ド
社
会
主
義
の
先
駆
者
の
一
人
で 

あ
る
ホ
ブ
ス
ン
は
、
労
働
者
の
奴
隸
状
態
は
一
部
は

㈱
_

に

、

ヌ
ー
部
は
賃
傘 

制

度

に

原

因

が

と

の''
ベ
、「

経
済
力
は
政
激
力
に
先
行
す
る

」

'と
し
て
、 

生
産
者
中
心.の
経
済
行
動
を
社
会
変
革
の
鍵
と

’す
：る
理
論
を
打
ち
た
て
た
。

コ 

丨
ル
.も「

貧
困
は
徴
候
で
あ
り
、
，奴
隸
制
度

'が
疾
病
で
あ
る

(

1-
_
6>0
賃

金

制

度

を 

if
c
-
:
判

す
る

。

そ
し
て
、
議
会
主
義
的
手
段
を
放
棄
し
て
、

.1

的
行
動
：に
向
わ 

し
め
た
の
は
、

マ
ル
ク
ス
：流
の
階
級
国
家
観
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
.
た
か
ら
で
あ 

發

こ
.の
よ
ぅ
な
こ
と
が
、
'
:国
家
主
権
.を
弱
め
る
た
め
に
他
の
特
種
団
体
に
同 

等
の
権
力.を
每
え
、
国
家
に
庄
迫
さ
ル
た
個
人
の
自
由
の
回
復
を
求
め
る
プ
ル

. 

ゥ
/ラ
リ
ズ
ム
ど
結
び
つ
く
要
因
で

4

§:っ
た
。「

g
て
真
の
代
表
は
国
民
の
_

 

で
は
な
ぐ
、
共
通
の
自
的
を
も
：？
た
人

.の
代
表
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
真
の 

\

\

.

:
1ー-—
*九

''(

七

0
九

.

)

'



代
表
は
必
然
的
に
機
能
的
代
表
な
の
で
あ
る

」

と
い
う
よ
う
に
、
産
業
に
お
い 

'て
ば
生
産
者
ま
た
は
労
働
の
^

^
と
1>
て
の
人
間
の
立
場
と
、
消
費
者
ま
た

'
: 

M

用
者
、
；も
し
く
は̂
^
さ
れ
.た
労
働
の
書
受
者
と
し
で
の
-
<間
の
立
場
か- 

ら
考
ん
ら
れ
る0
ノ
コ
ー
：
ル
.

は
、.ギ
ル
，̂
.成
前
者
の
立
場
に
お
げ
：る
人
間
を
代
表
：：
 

し
、
、
国
家
並
び
に
地
方
自
治
体
沢
後
者
の
立
場
に
お
け
る
人
間
を
代
表
す
る
も 

め
.で
あ
^

 ̂:

こ
の
組
織
の
い
ず
れ
の
^

^

^

の
一
方
に
®

M

し
た
地
位
を
も

つ
.も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
.互
.に
相
補
う
: %
'

の
で
あ
る
と
主
張
し
て
ハ
け
る
。

ご

.

.

.

. 

-

う

し

た

主

張

の

直

接

的

理

由

は

次

の

点

に

あ

っ

た

。

す

な

：わ

ち

「

一

役

の

社

会
 

主

碧

は

、-'
:国
家

が

私

的

資

本

第

に

と.う
て

代

'̂
て

産

業

を

経

営

す

る

こ

と̂: 

望

み

、

ま

た

よ

り

高

い

(

賃

金

、

よ

り

よ

い

醫

と

い

う

も

の

が

全

能

の

恩

恵

深
 

い

消

費

者

に

よ.マ
て

蕩

者

に

保

障

さ̂:
る

■
こ

と

を

認

め

て

い

る

。

し

か

し

こ
 

れ

で

は

他

方

に

お

い

て

は

何

の

変

化

も

な

い

。

す

な

わ

ち

、
，労

働

者

は

依

然

と
 

し

て

機

械

の

歯

車

と

し.て
の

：地

位

に

と

ど

ま

り

、
.
国

家

は

単

に

熱

練

し

だ

機

械
 

の

番

人

と

し

て

主

人

の

地

位

を

占

め

：る

で

あ

ろ

5
J :と
い

う

不

満

で

あ

る

。

要.
 

す

る

に

単

な

る

生

産

手

段

の

所

有

の

変

更

の

み

で

.ば
、

労

働

者

の

状

態

に

は

何
 

'の
変

り

も

な

い

。，フ
ヱ
ビ
ア
シの
よ

う

な

！̂

主

義

は

、

主

と

し

て

協

同

卸

売
 

組

合

の

.よ
う

な

分

配

理

論

：で

あ

り

、

そ

れ

は

消

費

者

の

観

点

か

ら

生

産

を

み

て

い

た

に

す

ぎ

な

い

。

^

罾

豸

に

よ

る

生

産

’の

統

制

の

な

い

と

こ

ろ

に

産

業

民

主

..
 

.....-

主

義

は

な

い

。

「

鬼

働

の

条

件

は

生

産

者

団

体

の

各

部

分

.に
痛

切

か

つ

直

接

.に 

開

係

す

る

問

題

ゆ

え

に

、
：
労

働

者

は

こ

れ

ら

条

件

に

対

す

石

統

制

を

外

部

の

者

3
 

.■

に

託

し

て

お

く

こ

と

は

出

来

な

い
1—
と
，考

え

た

の

で

あ

る

。.

し
か
.し
フ
ェ
ビ
ア
ン

的
®
!

主
義
を
批
判
する

1

方
、一

組
ム
ロ.に
よ

る

.

'生
産
手
段
め
独
處
所
有
ど
い
デ
こ
と
は
、

TE
-当
な
要
^
ど
し
て
は
あ
ま
り 

.杧
杈
が
ま
ま
と
誇
張

H

す
d

:
労
働
者
は
致
然
産
業
の
齑
常
命
露

(

筆
者 

注
、
担
産
並
び
に
労
働
の
条
件
.

)

.：
は
支
駆
せ
ね
ば̂
ら
.ぬ
执
、
だ
か
ら
と
い
っ 

.

て
有
分
勝
手
に
貨
物
の
®

を

定

め

た

り

、

稍

費

者

に

対

し

て

何

を

^

^

す
べ 

，
き

.

か
を
指
図
し
た
り
、
約
章
す
れ
ぱ
今
日
個
人
営
利
！
^

が
搾
取
ず
る
ょ
う
に 

社
会
を
搾
取
し
て
は
な
ら
炎
い

」

と
サ
ン
ジ
ガ
リ
ズ
ヘ
ム
を
も
⑽
㈣
す
る
の
で
あ 

る
:-
'°'
.以

上
の
こ
と
か
ら
国
家
は
生
産
手
段
を
所
有
し
、
ギ
ル
.ド
は
生
産
活
動
を 

.統
制
ず
べ
き
も.の
'で
あ
る
と
い
う
社
会
化
思
想
に
達
す
る
。

一
言
に
し
て
い
え 

ば

「

不
労
所
得
か'ら
：
の

労

働

者

の

救

済

は

、
：
^

^

を
.労

働

.の
た
め
に
分
配
す
る 

.，の
で
は
な
く
し■て
民
主
的
統
制
を
伴
っ
た
産
業
の
：

^

.1:

な
の
で
あ
る
。
こ
れ 

が
国
家
社
会
主
義
と
サ
ン
ジ
ヵ
リ

.ズ
，
ム'と
の
長
所
を
綜
合
し
、
止
揚
し
て
一
つ 

.の
新
し
い
形
態
の
社
会
主
義
を
樹
立
し
ょ
う
と
す
る
ぢ
の
：

.で

あ?)
と
い
わ
れ
る 

ゆ
え
ん
で
あ%

コ
.丨
ル
は
産
業
の
社
会
化
形
態
.に
つ
い
て
、

一
国
の
諸
産
業 

を
大
体
三
つ
に
わ
け
て
考
え
る
。
す
な
わ
ち
全
国
的

.な
全
て
の
大
産
業
•
大
サ 

丨
ヴ
ィ
ス■を
含
む
も
の
で
国
有
に
移
さ
れ
る
グ
ル
ト
プ
、
普
通
に
我
々
が

八ム
共 

事
業
と
呼
ぶ
ガ
ス
、
水
道
及
び
地
方
輸
送
を
含
む
も
の
で
市
有
又
は
地
方
自
治 

.体
所
有
に
移
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
' 

最

後

に

は

家

内

工

業

と

呼

ば

.れ
る
グ
ル
ー
ブ 

で
、
そ
れ
は
協
同
組
合
所
有
に
移
さ
れ
、
：
国
家
、

.都
市
、
公
共
体
の
所
有
段
階 

に
：至
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
農
業
に
'つ

い

て

は

自

を

と

る
こ
と
及
び
地
代

の
社
会
化
を
説
く
だ
け
で
、
耕
作
規
模
.や
個
人
農
場
の
存
否
は
未
解
決
の
問
題

パ 
 ̂(
15)

. 

■,
 

.

.と
し
て
い
る。.

、
...:

■ギ
ル
ド
社
会
主
義
は
す
で
に
察
し
ら
れ
る
よ
う

.に
、

フH

、ビ
ア
ン
砠
ム
_

義

が
主AJ

し
て
物
質
的
安
矩
に
重
点
を
.お
い
た
め
に
対
し
、
'.
'そ
の
^

!
に
.押
し
や 

ら
れ
た
観
の
あ
っ'た
人
間
の
商
由
の
問
題
を
改
め
で
見
直
さ
ん

■'と
す
る
も
の

(

で 

.あ
っ
た
。「

実
に
私
はi

至
義
を
ー.つ
の
自
的
と
見
る
と
な
ぐ
、

：

個
人
の
. 

能
力
と
諸
自

©

と
の
敗
大
へ.の
手
段
と
し
て
み
る

」

と
い
う
言_
は
、
こ
の
こ 

と
を
よ
く
現
わ
し
た
も
の
で
^.
る
。
ゆ
え
に
経
済
面
を
重
視
す
る
反
面
、

.そ

.の 

奥
に
は
精
神
主
義
思
想
が
根
強
义
横
た
お
マ
ズ
お
屮
、

.自
B-
満
足
の
場
が
！ 

で
は
な
^

^
の
社
会
的
団
体
で
.あ
る
と
い
う
相
違
は
あ
マ
て

も

、

観
念
主
義
者 

に
よ
っ
て
抱
か
れ
だ

「

离
の
_
}±
1」

の
観
^
ど
著
し
く
似
た
も
の
と
い
え
よ
う
。 

こ
の
思
想
は
最
初
、
ホ
ブ
ソ
ン
：が

賃

銀

奴

隸

の

)

.

一

つ
の
原
因
を
機
械
に
見 

た
よ
う
に
、
：
^

^
明
の
嫌
恶
に
よ0:
育
で
ら
れ
た
中
世
的
な
も
の
へ
の
郷
愁 

の
上
に
、
未
熟i

働

者

に

圧

迫

，さ

れ

た

熟

1

働
者
の
ギ
ル
ド
へ
のf

と 

い
う
反
動
思
想
が
重
な
り
合
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、
未
熟

f

働
者
に
よ
る 

労
働
組
合
の
主
導
権
が
藤
立
さ
れ
る
に
つ
れ
て
と

>
じ
た
影
は
消
え、
' 産
業
民 

主
主
義
思
想
と
い
う
も
.の
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、

'
.ギ
ル
'K社 

.会
主
義
の
第

一

人
者
で
あ
り
、,'
同
時
に
独
立i

供
貪
、
フ
.H

ビ
ア
ン

_

員 

で
あ
っ'た
，コ
ー

ル
を
通
じ
て
、
そ
の
思
想
は
労
働
党
に
：浸
透
し
、
且

つ

実

證

. 

動
と
も
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦

^

^

フ
チ
ビ
ア
シ
を
^

表
じ
で
 ̂

働
党
の
執
行
委
員
と
な
り
、
：
ま
た
ニ
回
の
労
働
党
内
閣
の
閣
僚
と
な
っ
た
ゥ
工 

ッ
ブ
も
、
こ.の
思
想
に
よ
っ
て

「

大
英
社
会
主
義
国
の
構
成
.

i'(A :Ckmstitu- 

t
i
o
n 

for the Socialist C
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

 

of 

G
r
e
a
t

 

Britain)

.を
著
し
、
：

「

|

办
民
主
的
組
織
は
た
だ
人
間
と

.
し

て

の

人

間

の

上

^
基

礎

を 

お
く
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
少

な

く
と

ん

三

つ

の

、'わ
れ

わ

れ
.の
考

え

る
と

こ

ろ
に
よ
れ
ば
西
つ
，の
別
個
の
且
つ
対
立
的
な
基
礎
か
ら
生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ」

と
、主
張
す
る
て
そ
れ
は
第
一
に
は
生
産
者
と
し
て
の
、
第
二
に
は
消 

觀
者
とし
て

'の
：、
'
第
三
に
は
国
の
内
外
が
ら
の
侵
害
の
保
護
に
関
す
る
公
民
と 

し
：て
,0
、
#

四
に
は
共
同
|

の
文
明
及
び
将
来
の
人
々
に
関
す
る
公
民
と
し 

て
0
火
で
あ
る
と
い
う
。
そ
■こ
に
政
院
と
社
議
院
と
い
ぅ
よ
ぅ
な
制
度 

が
考
え
ら
れ
た.の
：で
あ
る。
'

ノ
ー 
九

ー

八

牟

の^
労

働

觉

憲

章^
に

お

い

て

は

、.「

生

産

手

段

の

共

有

、
.
.
並 

び

に

各

産I
T

ず

（

ヴ

ィ

ス

の

人

民

管

理

ど

統

制

.の

最

轸

達

成

し

や

す

き

制

度
 

の

.基
礎

の

上

に

、

手

お

よ

び

頭

脳

の

労

働

者

の

た

め

に

、

そ

の

産

業

の

全

成

果
 

と

、

そ

：
れ

に

つ

い
'て
.の
可

能

が

限

り

か

あ

平

な

分

配

と

を

確

保

す

る

こ

と

」

 

が

、.，
觉

0
目

的

之
.し
.て
|3
ぎ

れ

允

。
：
と
0中
の

-1
各

羅

、

サ

丨

ヴ

ィ

ス
€>
.
人
 

民

管

理

と

絲

制

^

こ

ぞ

明

汐

か

に

ギ

ル

ド

社

晝

義

取

影

響

を

示

す

も

の

で

ぁ
 

'っ
た

。

寒

に
-,
の

運

動

：が

大|

践̂

に

ぅ

つ

さ

れ

、1:
九

ニ

〇

年

代

の

な

か
 

ば

を

最

後

に

衰

退

し

た

後

に

お

い

て

も

、

，キ

ル

，ド

社

会

主

義

は

労

働

党

の

中

に

，

.生
き
続
け
た.9 :

1
5 ;

1七
年
の
党
大
会
に
提
出
さ
れ
た
マ
ク
ド
ナ
ル

ド̂
起
草
の 

選
挙
プ
.ロ
グ
.ラ
ム
.「

労
働
と
国
民

」
(
L
a
b
o
u
r

 

.and 

t
h
e

 

N
a
t
i
o
n
)

に
は 

「

産
業
の.民
主
主
義
的
統
塑
と

(

い
ぅ
見
出
し
，の
卞
に
、

「

敗
救
に
お
け
る
と
同 

じ
く
、
遼

乘

に

お

い

：て
^

民
主
主
義
を
信
ず
る
労
働
党
は
、
全
国
民
の
厚
生
の 

依
存
す
る
重
要
基
礎
産
業
が
、

.金
社
会
の
共
通
利
益
の
た
め
に
所
有
ざ
れ
、
罾 

d理
さ
れ
るこ
と

を
目

傲

す

」

と
宣
言
さ
、
れ

て

い

る

。

;.

_し
か
し
ギ
ル
丨
社
会
主
義
達
成
の
方
法
と

.し
て
ば
、.
コ
ー
ル
：も
ホ
ブ
'
ス
ン
も 

蚕
食
支
配(E

n
c
r
o
a
c
h
i
n
g

 

c
o
n
t
r
o
l
)

的
方
法
に
よ
る
.と
い

ぅ

が

、

具
体

::
■
四1

C
-H
l.'
c

,

ィ

ギ

リ

.
ス

労

働

党

に

お

け

る

せ

^

化

思

想

の

変

遷



的
に
い
：が
な
る
手
段
を
と
る
'か
と
い
う
点
は
不
明
.で
、
ギ
ル
ド
の
加
盟
、
：脱
退
：

を
始
め
経
済
の
計
画
面
.に

：
は

：給

ん

：
ど

：
ふ

れ

ら

れ

て

.：
い

な

い:0
.あ
の
他
国
家
主
権
r

の
：解

釈

の

不

統

.

「

な
ど
は
.
別
に
し
て
も
、
一
労
働
者
の
"産i^nn

治
は
生
産
者̂
心
：

の
観
は
ま
ぬ
が
れ
ず
、

ま
た
い
か
な
る
組
織
体
に
せ
ょ
、
.複
雑
に
交
錯
し
て
い

る
社
会
的
諸
^

^

を
別
み
に
切
ヶ
離
レ
て
代
表
せ
し
込
る
乙
：と
.は
>

..

.
'マ
ダ
ド
ナ
：
 

.

§

ル
ド
の
い
う
ょ
う
に
出
来
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
理
論
は
、
遊
業
民
主
主 

義
と
い
う
根
本
思
想
：に
来
い
て
.は
非
常
に
参
考
ど
な
る
点
を
含
ん
で
い
た
.が
、
 

そ
の
方
法
に
私
い
て
は
、
I

に
複
雑
化
す
る
政
治
経
済
震
に
逆
行
す
る
ょ
：
 

う
な
、
現
実
へ
の
適
用
性
に
欠
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
ギ
ル
ド
社
会
主 

義

を

ロ
マ

ン

テ

ィッ
ク
な
夢
物
語
に
：終
ら
せ
る
要
因
が
あ
っ
た
.の
で
あ
る
。

(

1

)

M

.
td
e
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.
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:

一
九
三
〇
年
代
か
ら
第
二
次
大
戦
終
了
迄
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
.体
制
と
の
戦
い 

で
、
国
内
の
社
会
主
義
蓮
動
は
閑
却
さ
れ
た
観
が
あ

.つ
亡
。
U
か
し
、.そ
の
.間 

に
も
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
経
済
の
f

は
次
第
に
変
貌
を
ど
げ
て
い
た
。
こ
れ
ま 

で
に
み
ら
れ
た
産
業
の
合
理
化
は
集
中
化
の
様
相
を
呈
し
、

■'
■そ
れ
は
単
に
イ
ギ 

リ
ス
の
み
な
らi

本
主
義
国
一
般
の
傾
向
と
な
り
、

.ま
さ
にr

九
一
一
六
年、:.
' 

ケ
イ
ン
ズ
を
し
て

「

自
由
放
任•の
終
焉
1-(

T
h
e

 

^

a 

を
.か
が
し
め
る
原
因
と
な
ワ
た
の
で
あ
る
。
：
こ
う
し
た
産
業
の
集
中
化
は
ホ
'ブ

.
 

ス

ン(J.. A
.

 H
o
b
s
o
a

 

100
500—

1
9
4
3の
速
べ
た
よ
う
に
、
i

主
義
的
統 

.制
を
I

す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
.特
に
一.九
三
.〇
年
代
め
不
況
後
に
現
わ
れ
た
. 

「

一

疆

論」

は
、
'政
府
の
経
済
政
策.と
、

経
済
計
画
化
の
重
要
性
を
認
識
さ

' 

せ
る
襲
と
な
つ
た
。
：と
れ
に
加
え
て
ニ
ユ
ー
ぐ
デ
ィ
ー
ル

(
N
e
w

 

D

I

)

の
成
功
と
、
第
二
次
大
戦
下
に
於
け
る
産
議
制
の
は

.、
産
業
f

化
の
'
. 

濯

を

全

く

整

え'^7;

方
に
お
い
て
戦
争
は
労
働
組
合
の
力
を
増
大
し
、
そ 

の
結
束
を
固
め
、

：

政
府
と
重
要
問
題
を
謹
す
る
態
勢
を
確
立
し
た
。
こ
の
は

:' 

う
な
®

の
.下
に
労
働
党
は
大
戦
終
了
後
の
：使
籐
に
備
え

.て
、

一
九
四
五
年
、 

直
面
し
よ
う

j 

(
L
e
t

 u
s face t

h
e

 f
u
t
u
r
e
)

を
途
表
し
、
同
年

ィ
ギ
'リ
ス
穷
働
党
に
ぉ
げ
る
.社
会
化
思
想
の
変
遷
.
.

七
月
の
総
選
挙
に
三
九
四
の
議
席
と
い

i
予
想
外
の
勝
利
を
収
め
る
や
、
直
ち 

に
こ
の
プ
ロ
ダ
ラ
ム
の
実
^
に
取
り
が
か
っ
た
。
し
か
し
戦
後
の
現
実
は
厳
し 

か
っ
た
。
ィ
ギ
リ
ス
の
戦
争
に
ょ
っ
て
蒙
っ
た
損
害
は
総
額
七

0
3億
ニ
千
万
ポ 

ン
ド
、
即
ち
戦
前
の
国
富
の
約
四
分
の
一
を
失
い
、
し
が
も
そ
れ
が
食
韻
や
エ 

蒙
料
の
輪
入
超
過
を
補
っ
て
い
た
見
え
ざ
る
輸
出
の
源
皋
へ
の
れ
擊
で
あ
っ 

た
だ
け
に
痛
手.は
.犬
.き
か
ら〗

た
。: '

そ
し
て
植
民
地
の
独
立
が
と
れ
に
追
い
討
ち 

を
か
け
た
。
故
に
労
働
党
は
先
ず
戦
済
の
復
興
と
い
ぅ
難
問
を
解
決
す
る 

こ

ど

が
^
員
で
あ

マ
た
0
ここ
に

，も
経
済
統
制
の
要
因
は
ひ
そ
ん
で
い
た
。
労 

働
党
は
一
九
四
六
年
以
後
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
石
炭
業
、
民
間
航
空
、
電 

力
、
ガ
ス
、
鉄
銅
と
順
次
国
有
に
移
し
て
い

.っ
た
。

し
か
し
一.九
四
九
年
を
境
に
次
第
に
情
勢
は
悪
化
し
た
。
\耐
乏
生
活
と
飢
餓 

输
出
を
強
行
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
ド
：ル
不
足
は
甚
だ
し
く
、

.五
〇
年
のf

事 

変
以
後
は
国
際
関
係
の
緊
迫
化
に
伴
ぅ
再
濯
の
必
要
か
ら
、
.社
会
保
障
費
の 

削
減
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
状
態
に
加
え
て
、
生
産
力
の
回
復
に
.つ
れ 

V

漸
次
社
会
化
の
方
向.に
働
い
て
い
た
要
因

——

物
資
不
足
の
補
い
と
し
て 

の
社
会
化
要
因

——

は
薄
れ
、
震
者
選
択
の
問
題
が
：鋭
い
形
で
現
わ
れ
て
き 

た
。
：
こ
れ
は
計
画
化
の
囊
對
を
要

II

す
る
も
：の
と
な
？
た
。

I

方
独
占
の
発 

展
に
対
す
る
瓦
動
と
、
労
働
紙
合
の
強
力
化
の
結
果
，

'

「

今
日
の
：
世

論

は

、
.
自

由 

競
争
そ
れ
自
体
に
外
し
て
は
さ
ほ
ど
敵
対
的
で
な
ぐ
な
っ
て
い
る

」

と
い
ぅ
傾 

向
が
生
じ
、
';

更
に
|

化

に

は
-1
い
く
つ
か
の
期
待
冬
れ
だ
利
益
は
実
現
さ
れ 

ず
、
却
っ
て
、
あ
る®
い
が
け
な
い
ホ

g

な
点
が
現
わ.れ」

て
き
，た
の
で
あ
る
。 

ま
た
ヽ
^
働
階
級
の
所
得
は
大
い
に
増
大
し
た
と
は
い
ぅ
も
办
の
ヽ
そ
の
年
成

,

.
■
.
へ

'

'

 

.

■

.1

.

 ■

 
.

 

ノ

四〗

一

K. 

C

七一
三
>



長
率
は
資
本{
^
級̂
に
比
べ
；て
あ
ま
り
変
ら
.
か̂
：っ.た
。
.こ
5:
.し
.た
こ
.と
が
童
. 

な
っ
て
^

^
へ
¥

靜

は

現

わ

れ

て

あ

た

が

：
、
.
：
し

.

し

■■
-
-
連

ね

産

篆

固

有

化 

と

経

と

に(
よ
ら
て
、
規
萑
の
資
本
主
義
が
蕾
前
め
：も
の
と
異
な
つ
て
い 

る
と
：と
は
、4
く
の
労
働
觉.の
人
：々.の
--
致
し
た
：見
鳐
と
な-つ
た
°:
'
と
こ
に
変「 

貌
^
だ
資
本
主
義
の̂
に
た
マ
て
ヽ
従
来
め
抱
会
化
に
対
す
る

^
満
を
正
^:
?
 

と
す
る
、
新
た
な
社
会
化
思
想
が
生
ま
れ
る
に
至
ら
た

。
.
'
:
.

ス
ト
レ
：ィ
チ

<J,.:stra

'oh
e
y
i
l
l

 >
，

は
自
由
競
争
の
内
的
論
理
に
®
 

つ
..い
.て
生
み
灶
ざ
れ
た
巨
大
少
数
企
業
は
蘇
争
を
排
隊
す
る
カ
と
な
り
、
資
本
..，
 

主
義
め
現
段
階
の
特
徵
は
高
库
の
祀
会
統
制
を
可
能
に
す
る
と
同
免
た
^
ぅ 

し
た
統
制
を
不
可
避
な
ら
し
め
た

‘と
い
ぅ
。
こ
の
結
果
戦
前
.の
大
量
失
業
、
貯 

蓄

と

榮：

の
過
剰
、
输

5
?

の
：た
め
か
海
外
市
場
の
不
延
、
農

^ ：
'
の
货
滞
は.、
ぐ
現
：.

： 

在
で
は
労
働
需
要
の
慢
他
的
過
剰
、

.'

..貯
蓄
の
；
不
足

、
M

に

よ

^
国

内

商

品

：の
ン 

不
足
ノ
簾
の
発
展
と
な
マ
た
。
。
が
く
で

.彼
は
現
在
を.

「

資

本

主

義

め

最

爱

.の 

段

階」
(tile last st

age of capitalism)V.

と
呼
び

)

、

こ

れ

は

ま

た

「

ョ
反 

近
の
資
本
主
義

」

で
あ
り
メ
こ
と
で
は
従
来
の
資
本
主
義
に
内
莅
し
た
窮
乏
化
：
 

法
則
を
始
め
と
す
る
諸
法
則
も
変
；

^

、̂
'こ
©■
後
は
^
ホ
^
^
と
い
え
な
い
体 

制
が
く
4
と
み
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
資
本
金
義
を
変
化
せ
し
め
た
の
は

^
、ま
：
 

、
主

義

の

力

に

よ

る

と

し

て

、
.
民

主

主

義

が

維

持

さ

れ

れ

ば

や

が

て

は

資

本

主

義 

を
消
滅
せ
し
め
ぅ
る
こ
：と
を
疑
わ

1
^1
?

'.」

:
へ
:

.

-

従
っ
て
現
夜
で
は
一
九
三
0
年
代
に
噴
え
ら
れ
た
よ
5
な
社
会
化
呔
每
張
し 

え
な
い
と
い
ぅ
。'ク
■ロ
ス
ラ‘ン

ド(

p 

crosland. 1918—
.).

に
よ 

れ
ば
そ
の
第
一
の.理
由
は
計
画
化
め
議
論
が
明
確
で
な
い
こ
と
、
.第
二
は
政
府

.

.

:

 

'

*.
四

四

.

(

七

.
一

四

)

.

... 

.

.

.
«
.

.

が
経
済
上
の
あ
ら
呶
る
力
を
も
つ
よ

}
に
$
マ
た
結
果
、
所
有
権
の
変
更
が
な 

_ぐ
て
%'
経
済
絲
制
及.び
計
画
化
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で

^
^
。'
こ
れ
ま_で
|1 

.有
化
の
目
的
ど
さ
れ

V

き
た
完
全
雇
用
は
現
実
に
ほ
ぼ
達
成

.せ
ら
れ
、
所
得
の
：
 

平
等
化
も
政
府.の

統

制

と

税

に

よ

り

効

果

を

上

げ
.え
た
。
富
の
再
分
配 

と
■し
で
の
国
有
化
な
ら
ば
、
迅
速
に
最

i
闻
利
潤
を
あ
げ
^
い
る
産
業
を
対
象 

^
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
：そ
^
す
れ
ば
生
産
性
が
高
く
能
率
の
於
：い
全
産
業
を

「 

時
に
国
有
化
す
る
こ
，と
に
な
る
。

''
こ
れ
は
秦
態
を
悪
化
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
実 

行
不
可
能
ゆ
先
に
ク
国
有
化
以
外
の
相
続
税
ヽ
掘
与
税
八
資
本
税
な
ど
の
課
税 

:
.政
策
及
び
半
ば
公
的
な
競
争
企
業
が
設
立
な

^o

に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま 

恕
資
本
家
擋
カ̂
抑
虫
0
た
め
の
：国
有
化
は
、
;'
政
#
の
経
^
^
制
と
完
全
雇
用 

に
裏
づ
け
ら
れ
た
労
働
組
合
の
方
と
に
よ

'っ
て
‘殆
ん
ど
意
味
を
失
っ
た
。
こ
の 

よ
ぅ
に
多
く
の£
と
が
国
有
化
以
外
の
方
法
.で
な
ざ
れ
ぅ
る
こ
ど
に
加
え
て
、 

国
有
化
"
大
規
模
独
占
企
業
一
に
欠
点
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
一
に
大 

規
模
生
産
は
、
或
：る
規
摸
を
と
、え
る
と
最
大
能
率
を
あ
げ

.え
な
い
こ

(

ザ

第
 

に
集
中
過
剰
贮
で
り
産
業
民
主
至
義
ば
危
險
が
迫

-?
-た
こ
と
で.
4̂

ゲ
ィ
ッ 

ケ
ル
':

(
K
,
o
a
i
t
s
k
e
l
r
i
6
l

 

:

ゾ
は
最
變
定
が
下
部
で
行
な
わ
れ
る
こ 

と
が
.少
な
^

^
り
.、
：：決
定
の
適
滞
、
責

魯

化

が

み

^
れ
る
こ
と
を
ん
吹
、
ク 

レ
：ッ
グ
へ«
,!>
,
s
eoq
g 1900—

 

)

は
一
つ
の
全
国
ボ
：丨
ド
の
義
務
を
完

' 

全
に
遂
行
す
る
こ
と
は
超
人
の
仕
事
で
あ

0,
.、.
.
管

理

、
：
設

*;
の
標
1

.は
地
方 

的
事
情
を
無
視
し
、
_

者
の
最
善
を
つ
く
し
ん
な
.
い
こ
ー
と
を
の
べ
て
^
奶

。

.

コ

ー

ル

は

ま

た

、

産

業

が

国

有

化

ざ

れ

て

.も

労

働

者

の

地

位

は
、

；

^

用

者

と

 

い

う

点

.
で

は

変

ら

ぬ

こ

と

か

ら

、

労

働

組

合

の

団

体

六

人

渉

分

野

を

拡

大

し

、

現

場
の
規
律
や
組
織
の
い
く
つ
.か
：の
機
能
を
労
働
者
の
手
に
移
す
こ
と
に
ょ
っ

て
、
働
く
者
の
真
の
義
務
と
権
利
を
確
立
し
、
単
な
：る

「

手」

と
し
て
で
は
：な

：

い「

入
間」

と
し
て
の
労
働
者
の
地
位
の
©
復

を

要

求

し

て

い

る

。
第
ー
ー
ー
'
は
国

営
に
ょ
る
官
僚
生
義
的
統
制
の
結
果
、
も
し
む
大
企
業
と
い
ぅ
理
由
で
、
'
現
在

競
争
的
要
素
を
残
し
て
い
る
霖
占
企
業
の
化
学
、

1|
1
-動
苹
、
航
空
機
な
ど
を
国

■

有
化
す
る
な
ら
ば
、
こ
：れ
ら
は
産

^

^
の
複
雑
な
上
に
.輸
出
の
た
め
に
馨

の
弾
力
性
が
要
求
さ
れ
る

の
で

あ

る

か

ら不
適
であ
る

こ

と

が

わ

か

った
。
'か

く
て
経
営
面
か
ら
も
所
有
権
の
変
更
の
意
義
は
薄
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
全
く
社
会
化
の
意
義
が
認
め
ら
れ
な

X
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
.現

在
の
産
業
が
明
ら
か
に
ぅ
ま
べ
い

.っ
て
い
な
い
と.こ
ろ
、
競
争
が
改
善
の
遂
行

を
な
し
.え
な
い
.：か
、
ま
た
は
許
さ
及
い
と
こ
ろ
、

.物
質
的
財
政
的̂
1|
1
1ガ
.現
在
ノ

の
悪
い®

を
救
い
え
な
い
と
こ
ろ
、
公
有
が
そ
れ
自
身
に
附
随
す
る
不
利
益

(S
)

を

生

ま

な

い

と

こ

ろ

で

は

な

お
公
有
の意
義

が

認

め

ら

れ

る

。

た

と

え

ば

コ

丨 

ル

は
造
船
、
船
舶
、
株
式
銀
行
、

.保
険
な
、ど
を
あ
げ
、
，
ク
ロ

ス

ラ

ン
ド
は
鉄
銅 

の
再
国
有
化
を
主
張
す
る
。
た

だ

し

か

し産
業
は
そ
のー
ヾ

部

の

国

有

化

に

ょ

フ
 

て
統
制
さ
れ
、
部
分
的
国
有
は
産
業
の
完
全
国
有
化
以
上
.の
多
く
の
製
が
あ 

死

と

.考
え

ら

れ

る

と

こ

ろ

か

ら

、

「

と

に

か

く

こ

れ以
上
の
国
有
化.は
い
.ま
や

社
会
的
、
経i

関
係
の
決
定
要
素
と
し
て
.の
産
業
所
有
の
童
要
さ
が
減
少
し

.
8

た
た
め
，に
、
社
会
主
義
達
成
の
た
め
の
重
要
性

.は
薄
く
な.フ
た」

：：
と
み
る
傾
向 

の
大
き
く
な
っ
た
こ
と
は
い
：な
め
な
い
。
窮
極
に
お
い
.て
は
全
面
的
な
公
有
化

(

22) 

I

.を
考
え
る
コI
ル
も
、
現
在
で
：は
混
合
経
済
の
方
が
望
ま
し
い
と
い
っ
て
い
る
。 

要
す
る
に
、

：

社
会
化
の
問
題
は
す
で
に
資
本
主
義
.の
害
悪
か
ら
だ
け
説
く
段

イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
お
け
る
社
会
化
思
想
の
変
遷

階
.で
は
な
い
。.'
.
.
コ
ー
ル
は
、
い
か
な
る
価
値
論
も
現
在
で
は
経
済
学
的
有
用
さ 

を
失
っ..た
と
い
マ
：て
ば
る
ゃ
；
最
高
の
問
題
は
、
'
い
ま
あ
る
お
菓
子
を
も
っ
と
公

S
 

,

正
'に
わ
ける
e
.と
で
^
な
く
.、::
.お
菓
子
を
大
き
く
す
る
こ
と
.な
の
で
.あ
る
こ 

う
し
て
社
会
化
，の
性
格
は
非
常
に
政
策
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
：た
。
競
争
に
よ 

.る
浪
費
と
無

g

争
の
不
利
益
と.を
秤
^
か
け
、
有
利
な
方
を
選
ぶ
と
い
う
ゲ
ィ 

'ッ
ケ
ル
の
言
葉
は4
の
、傾
掏
を.上
く
示
す
も
の
で
あ
る
0
ゆ
え
に「
次
の
段
階 

.に
お
い
て
脉
政
政
策
と
結
び
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
公
有
は
、
過
去
一
一
〇
年
間
考 

え
ら
れ
て
き
た
国
有
化
と
ぱ
異
な
っ
た

.も

の

で

あ

っ

て

、

こ
れ
が
社
殳
、
エ

||
政 

策
の
重
要
な
！
^

1̂-
-
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

.

ク
P
ス
ラ
シ
ド
は
理
想
の
社
会
と 

し
て
、.
所
有
が
屮
分
に
混
合
さ
れ
た
社
会

一
-

所
有
の
い
ろ
い
ろ
分
散
し
た
多 

元
的
な
異
質
的
な
型
を
.も
っ
た
社
会
を.考
え
て‘い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
変
化
は
当
然
：に
労
働
觉

.の
社
会
化
思
想
に
反
映
し
.た
0 

.

一
九
四
五
年
の

「

未
来
に
直
面
し
；よ
う

」

で
は
産
業
社
会
化
案
は
、

「

消
費
者
の 

藝

の

た
.め
；に
能
率
的
に
管
理
さ
.れ

る

べ

き

で

あ

り

、

か

.つ
そ
の
産
業
に
雇
傭 

さ
れ
た
労
働
者
の
正
当
な
地
位
及
び
条
件
を
保
証
す
べ
き
で
あ
る

」

と
、
1

 

者
と
生
産
者
の
両
面
よ
り
考
慮
さ
れ
て
い
た
が
、
.
そ
の
具
体
的
プ
ラ
ン
に
な
る 

や
ィ
ン
：
グ
ラ
シ
：

.K
-銀
行
を
始
め
、
燃
料
、
'.
'
f

、
.国
内
翰
送,'
鉄
鋼
業
、

土
：
 

地
、.睬
険
に
至
る
ま
で.国
有
化
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
事
実

一

部
は
.案
施 

さ
れ
た
0
そ
と
^
は

簾

主

義

的

要

素

が

濃

く

漂

っ

て

い

た

。

し

か

し

.一
九
五 

七
年
の
'--
1産
業
±
社
会」

(

E
 society.) 

I

―

■将
来
の
公
有
に 

対
す
る
労
働
党
の
：政
策

——

は
大
分®
き
を
異
に
す
る
。
現
状
分
析
と
し

て

は

、 

公
的
会
社
の
私
的
会
社
に
対
す
る
！

の
重
要
性
の
増
加
、
所
有
と
経
営
の

'

 

:

，
こ

.'
-

 

,

 

.

•

'

四
a
: C

七I

五)



•^
離

、
：株

式

所

有

の

分

散

及

び

#

3

金
融
に
よ
る
所
有
機|8
;
©;
弱
化
を
4§げ
、.マ 

:

完
全
雇
用
、

「

不
況
め
消
滅、
' 国
富
の
！

4
<
を

も
っ
て
、
：従
来
の'国

有

化

：と
.課
税
一 

政
策
を
含
む
混
合
経
済
の
成
功
と
す
る
。

.
そ

し

て

国

有

、
，
.
^
^
、
：
協

同

窗

合

蓮 

.

動
の
継
綺
的
発
展'を
通
：じ
で
拡
大
す
る
社
会
化
を
唱
え
る
が
、

.霖

、っ
長
距
離
：
 

道
路
輸
送O'
苒
国
奮
以
外
に
は
、
：

「

蓄

©.
型
は
ニ
^

で

は

な

い

^

わ
れ
わ 

れ
の
目
的
は
社
会
と
被
用
者
の
製
の

.た
め
に
生
産
を
増
し
、
資
源
を
効
果
的 

fc
利
用
す
る
最
上
の
方
法
を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
：の
目
的
'を
遂
行
す 

る

た

め

の

方

法
は

全

.産

業

に

.お

い

て

同

じ

，で

あ

る

と

は

思

え

な

い

,0

反
対
に
そ 

:

れ
に
は
色
々
多
く
の
異
な
る
方
法
が
あ
ろ
ぅ

」

と
社
会
化
に
対
す
る
非
常
，に
弾 

力
的
な
見
解
が
蘭
さ
れ
て
い
る
め
で
あ
る
。
次
い
で
翌
五
八
年
に
_

さ
れ 

た「

翁
展
の
た.め
の
計
画

」
(
H
a
n

 for ..progress)

に
お
い
，
て
は
、
■

.計
画 

と
統
制
と
に
よ
っ
て
安
定
し
た
M

と
、
対
外
バ
ラ
ン
ス
の
.：安
定
の
上
に
立
ら 

.て
、
高
額
投
資
と
完
全
雇
用
を
保
障
す
る
持
綺
的
な
拡
張
の
大
道
を
歩
む
べ
き 

こ
と
が
の
べ
ら
れ
、
こ
こ
に
は
単
な
る
政
策
的
な
意
味
で
の
国
有
化
の
主
張
が 

読
み
と
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
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こ
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勝

利
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階
級
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の
勝
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な
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、

あ 

.

ら
ゆ
る
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級
の
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，意
志
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首
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勝
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あ
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和
田
耕
作
訳
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発
庚
の
た
め
の
計 

.
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フ
ェ
ビ
ア
ン
研
究」

寒
九
卷
.第
ー
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号
、
一
九
五
，八
年一

一
爿
、
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頁
。

以
上
の
ィ
ギ
リ
ス
労
働
觉
の
社
会
化
思
想
を
概
観
す
九
ば
、
初
期
フ
工
ビ
ァ 

ン
t
お
け
る
自®
^
争
i

と
し
て
の
経
済
権
力
集
中
の
思
想
と
、
ギ
ル
ド
社 

会
主
義
に.み
ら
れ
た
独̂
否
定
と
し
て
の
経
済
権
カ
分
散
の
：思
想
と

.は
、
綜
合 

さ
れ
て
今
次
大
獲
：の
:一：
連
の
§

化
の
，実

践

と
.な

-.
て
結
実
し
た
。
そ
し
て 

.こ
の
綜
合
の
中
に
：現
わ
れ
.て
：き
た
囊
主
義
的
傾
向
：は
、
再
办
競
叢
態
を
指

. 

向
ず
る
批
判
を
生
む
：に
至
っ
た
ゆ
で

あ

：
る
。
，と
の
ょ
ぅ
な
思
想
の
流
れ
は
、
ま 

さ
、に1
済
権
カ
の
集
中
と
分
散
^
の
弁
証
法
的
発
展
過
程
：と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
出
来
ょ
ヶ
。
そ
し
て
.こ
の
発^'
過
程
の.根
底
に
あ
づ
て
、
；あ
く
ま
で
も
全
体

.

ぃ

. 

' 

' 
:.

. 

.
四
七
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七
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イ
ギ
リ
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'
,を
實
ぐ
本
の
は
疆
主
義
的
倫
理
で
：あ
々
、
キ
れ
は
產
業

'
へ
：、
の
專
王
主
義
の
：適

； 

用
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
社
会
化
を
も
っ
て
社
会
主
義
の
必
要
条
件
と 

は
み
ず
に
、
単
な
る
一
手
段
と
し
て

■
考

え

る

と

こ

ろ

に

、

ィ
ギ
リ
'
ス
労
働
党
の 

,社
会
化
思
想
の
特
微
が
あ
る
の
で
；あ
る

.0
:.
:
/
'

.
’.
こ
办
土
う
か
労
働
党
の
社
会
化
思
想
に
つ
い
で
は
、
い
ろ
い
ろ
：な
方
面
か
ら 

多
ぐ
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

.
4

^

の
労
働
觉
に
課
せ
ら
：れ
：だ

問

題

と
し 

て

は
次

の
ご
と
成
：あ

げ

ら

れ

る

。
，
：
第

0

.生
産
性
の
向
上
と
社
会
的
と
一 

k
重
点
が
.お
，か
れI

果
岑「
ゎ
れ
わ
れ
が
反
对
し
て
い
る
办
は

、
：
' 賃<1,

の
木
' 

平t
i
p

は
な
ぐ
し
て̂

^

す
な
わ
：ぢ

他

人

、の
労
働
で
生
ぎ
る
こ
と
、：で
：I

る
.

一:

と
：
 

い
う
不
労
所
得0
廃

此

が

等

閑

馮

さ

れ

：
で
い
.る
こ
と
'
で
あ
る
。
：
：
^

主

義

が

平 

#
と
社
会
正
義
に
対
す
る
素
で
：あ
：る

.な
ら
ば
、

V
い
か
^
所
得
は
平
等
と.な
：っ
：
 

て
も
不
労
所
得
が
あ
る
緊
、
働
き
に
麻
じ
た
と
い
う
意
味
で
の
所
得
め
：平
等 

は
達
せ
ら
れ
ず
、
社

4
0
^

義

に
..
%

も
と
る
ー
と
思
わ

(
へ
れ
る
。

ゆ

'

^.
,
に

こ

©
問

題 

の
^

^

は
，
；当
然
に
生
産
手
段
の
よ
り
一
：
層

の

社

会

化

を

要

請

す

る

で

あ

ろ

う 

し
、
：
ま
た
生
産
宇
段
を
社
i

し
な
け
れ
ば
、
.将
来
に
お
け
る
十
分
な
経
済
の 

計
画
や
統
制
も
羅
に
逢
着
す
る
■で
あ
ろ
う
。
蟹
一
に
は
、
生
産
手
段
の

^

# 

問
題
が
瞹
眯
な
た
め
：に
：、
彼
ら

.の
：目
指
し
た
階
級
な
き
社
会
と
、い
う
も
の
が
果 

し
て
実
現
さ
れ
る
の
が
と
い
う
問
題
が
あ
る
：。
：
し
か
し
こ
れ
は
第
一
の 

缓
さ
れ
れ
ば
自
然
に
濃
す
る
で
.あ
ろ
う
0
第
ー
：1一
に
は
、
産
業
民
至
至
義
と 

は
い
.っ
て
も
、'経
營
参
加
に
あ
ま
り
熱
意
が
な
い
た
め
に
、
使
用
者
と
労
働
者 

と
の
対
立
関
係
は
持
続
し
、
そ
の
上
、
現
在
の

^:
会
化
企
業
の§

者
_に
ば
従
'' 

来
の
.私
的
経
営
者
で
あ
っ
た
も
の
が
多

.ぃ
の
.'で
、
労
働
問
題
に
無
理
解
な
点
が

:: あ
る
：：こ

と

^
あ
る
。一.従
ら
て

も

.し
労

働

觉

亦

産

業

_に

浪

主

主

義

を

適

用

し

よ

う
 

»>
-
す
ゐ
な
％
ば
、:'
;た
羊

え

困

難

が

多

く

ど̂

^

1
加̂
：の
問
題
を
考
え
ね
ば
な 

ぢ

な

い

ヤ

龙

身

ハ

第

嗎

に

ゆ

〜

労

働

者

が

組

合

吻

カ

ゼ

強

化

し

’
資

本

家

侧 

と
の
力
の
均
衡
で
剰
余
を
わ
け
ム
nう
と

す

る

と

、労
働
者
階
級
の
生
活
水
準
を 

i
:げ
れ
ば
1

必
蓄
積
ば
：低

下

し

、
，

(

|

の
：舊

積

を

大

に

_

す
れ
ば
労
^
!
階
級 

ン
の
生
蒙
準
が|
が̂
る
；も
い̂

1
が
：&
る
0
と
れ
.は
生
産
手
段
のi

の
上： 

:に
：経
済
が
訃
画
牝
唸
れ
、
#

働

者

吹

^

^

加

が

行

な

わ

れ

れ

ば

解

決

さ

れ

る 

，
も
の
で
知
る
。
最
後
に
、
ス
ト
レ
ィ
チ
の

い
う
よ
う
に
、
政
治
的
民
主
主
義
の 

カ
忆
よ
っ
て
資
本
主
義
の
内
在
的
法
則
が
単
に

「

阻
止」

さ
れ
て
い
る
と
す
る 

な
ら
：ば
、
最
後
：の

難

の
i

主
義
は
s
tv
つ
、
い
か
な
る
方
法
で
真
の
社
会 

圭

義

：に
な
る
の
：
か

>'
.い
5;
顯

が

あ

る

。
：
し
が
し
ィ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
歴
史 

を
通
じ
て
み
ら
れ
を
よ
う
に
、
経
済
力
の
発
展
に
伴
う
裏
の
鍵
と
し
て
、 

労
働
者
階
級
め
勢
カ
ぱ
一
時
的
な
後
退
ば
あ
っ
、て
も
，
政
治
的
民
主
主
義
を
通 

じ
て
増
大
じ
で
ぎ
た:?
:ゆ
免
.に
政
1

民

主

至

難

が

前

提

と

さ

れ

る
限
り
、
資 

本
至
義
は
次
第
に
そ
の
性
將
を
资

^

内
1

法
f

変
化
し
、
先
に
あ
げ
た 

.
諸

問

題

が

解

決

ざ

：れ
.

た
時
に
真
の
社
会
主
義
社
会
は
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

0
.

:

こ
の
よ
う
に
見
て.く
る
.と
き
、.
.や
ギ
リ
ス
：労
働
党
は
、
社
会
、芏
義
政
党
で
あ 

ろ
y
と
.す
る
以
上
：、
議

会

主

義

.

に
基
づ
く
漸
進
的
な
方
法
に
よ
っ
て
、
生
産
手 

段
.の
公
有
と
、
産
業
に
お
け
る
民
主
、主
義
の
適
用
と
い
う
社
会
化
の
方
向
へ
進 

む
以
外
に
途
は
な
い
の
で
は
な
が
ろ
う
か
。
最
近
、
現
綱
領
の
公
有
に
言
及
し 

た

第

四

条

改

正

め

賛

否

を

.め

ぐ

っ

て

、

労

働

^

左

右

両

派

の

間

に

激

し

い

論

争 

が
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
現
在
！
应
存
続
の
結
論
は
出
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

問
題
M

働
党
の
.他
格
を
示
す
も
の>

';
.
t
v、：

今
後
の
成
り
行
き
に
ぼ
#
常
に 

興
味
深
：い.も
の
.が
あ
5

,

:

.'

/.
い

へ

：
,二
 

■

.

.
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.

.
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第j

は
ィ
ギ
リ
.ス
労
舞
党
の
よ
う
な
钦
蛊
的
社
会
主
義
政
策
は
、
&
犬
'.
. 

な
植
民
地
を
.搾
取
:1
>
た
利
潤
(0
分
前
を一

部
鬼
；働
貴
族
が
ホ
受
す
る
こ
と
に 

よ
り
成
り
立
.つ
と
い
う
も
.の
；0
こ
れ
は
.或
る
程
度
事
実
で
あ
る
が
、
し
か
し 

こ
れ
■が

全

て

：
で
：
な

:い
：こ
と
は
同
様
な
政
策
が
植
民
地
の
.な
い
/北
欧
諸
国
に
お 

ハ
い
て
も
成
果
を
あ
げ
、：
ま
た
ィ
デ
リX.

自
体U

お
い
て
^
戦

後

植

民%;
が

袷 

ん
ど
な
く
な
ら
.て
以
来
益
:̂
ぞ
の
改
良
主
義
的
性
格
.を
-強
め
た
を
と
：に
よ
っ
..
' 

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
•第ーー1
は
!>
国
有
；化
即
社
会
主
義
と
.い
.う
.ロ
獎
.の
下
^
 

国
家
独
占
資
本
主
義
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
非
難
で
あ
る
。
こ
れ
は
社 

会
化
を
民
主
主
義
的
方
法
に
よ
っ
i

i

資
本
家
の
利
f

 
:全
く 

無
視
す
る
と
と
.は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
.思
え
ば
、
社
会
化
が
資
本
家
、
労
' 

働
者
何
れ
.に
#:
く
利
；す
る
^
を
見
る
こ
と
が
：重
耍
で
あ
る
。
飨
兰
に
、；
勞
働
：
 

.党
の
社
金
化
-̂
.£

画
経
済
^
弱
い
と
い
*

o

こ
と
へ
で
あ
る
。

の̂
.点
は

或
る
程 

度
認
め
ざ
る
を
え
：な
い
が
、；
こ
.れ

ば
ィ
ギ

,:
v
ス
社
务
主
養
の
み
め
欠

点
一
と
は
、
 

.い
え
..な
い
。:

第

四
に
、

-
れ
ま
で
财

藤

所

乾
が
：間
.
風

と
：な

っ

た

の

は

、
.
財
産
ハ 

が
集
中
左
れ
一
た
紅
^.
で
あ
？
た
め
に
、
.そ
の
：解
決

：釔
国
有
と
■い
う
超
集
中
に
. 

.求
め
':る

の

ぼ

不

：可

解

で

”あ
；
り

、
政

：
治

'-
>

経

済

の
両

權

力
を
手
中
に
し
た
家

一

」 

，は

民
主
的
で
あ

り

え

な

一
い
^
；'

^
た
菌
家
独
占
が
故
的
独
占
ん
り
良
い
ど
は

--
. 

い
い
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
非
難
は
当
然
で
あ
る
故
に
先
に
み 

た
よ
う
に
、
背

働
党
に
お
い
て
も
同
有

化

以
外
に
公
社
を
設
け
た
り
、
そ
の

イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
お

け

る

社
会
化
思
想
の
変
遛

他
あ
ら
ゆ
る

方
法
で
分
権
化
を
計
り
、.
産
業
民
主
主
義
を
達
成
せ
ん
と
し
て 

い
：る
の
で
あ
る

o
i
k五
、に
、
労
働
党

负
漸
進
主
義
的
方
法
に
：ょ
っ
て
は
、

社 

会
化
の
候
補
と
な
っ
た
產
業
が
改
良
と
；.投
廣
と
を
欠
.い
ズ
破
滅
す
る
の
で
、

一.時
に
全
.産
#
を
社
会
化
す
る
.か
ザ
全
く
放
棄
す
.る
：か
，以
外
に
途
は
な
い
と 

'い
5
も
：

Q

喊
^
石
^
こ
ゲ
答
い
又
と
し
て
は
、
労
働
党
が
政
權
に
あ
っ
た
際
、

'

国

有

化

：を

宣

言.し
：た

産

業

が

破

滅

し̂
か
，
う
：_た
事

実

で

十

分

で

，
あ

ろ

う

-0
た 
J

だ

漸

進

的

方I

ょ

.っ
た

場

合

、I

.と
霞

の

I

が

十

I

I
出

来
 

:

な

い

こ

と

は

見

逃

し

え

な'い
点

で

あ

る

。.最
後

に

、

労

働

党

の

社

.会

化

の

目
 

:

的

で

あ

る

倫

理

性

に

つ

い
.て
保

守

党

と

の

間

に

相

違

が

な

“

と

い

う

魂

難

が
 

へ
へ
あ
る
？

し.が
し

：
労

働

党

が

議

会

主

義

を

と

る

以

上

？

目

的

の

一

一

致

は

望

ま

し 

-

い

も

'
の

で

は

あ

っ

で

も

害

で

は
な
.

い
。：
相

違

が

政

策

を£.
え

て

百

的

に

あ

る
 

■■
■な
ら

：ば> 
混

乱

の

：生

ず

る

：
お

そ

れ
.が
：あ

る

か

ち

で

あ

る.9 
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